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	 臓器移植法の改正以後ドナー数は増加し肺移植数も増えている。それに伴い複雑心奇形の修復や肺動脈置換
を伴う肺高血圧症に対する肺移植の数も増加し、摘出肺の虚血時間も長くなる傾向にある。理想の虚血時間は
8時間以内であるが、実際には 8時間を超えることも多い。長時間の虚血時間は移植直後の移植肺機能不全や
遠隔期の慢性拒絶反応の原因となり肺移植後の予後を悪化させるため、これまで以上に安定した長時間の肺保
存が求められる。	
	 現在の肺保存法では細胞外液に糖などを添加した灌流液で肺を灌流し、4℃の冷保存で気道内圧を約 15mmHg
として肺を膨らませ搬送する。冷却保存中の肺でも代謝が行われていることが報告されており、酸素と糖から
のエネルギーが必要である。糖は灌流液から供給されているが酸素の供給は行われていない。我々は保存中に
低温で人工呼吸器により換気を継続し酸素供給を行う低温持続換気肺保存法	(CVLP：continuously	
ventilated	lung	preservation)	を開発し、長時間肺保存における有効性を検討した。ブタ摘出肺を、①肺を
虚脱させた状態で保存	(deflation 群）、②従来の肺保存法である肺を膨張した状態で保存（inflation 群）、
③低温持続換気肺保存法（ventilation 群）の 3 群に分けて、低温で 24 時間肺保存を行い、ブタ左片肺移植
を行って再灌流したあと 4 時間経過観察し、各因子を検討した。24 時間肺保存後では、deflation 群と
inflation 群で気道内酸素が減少し二酸化炭素が上昇していた。また、他の群に比べ ventilation 群で肺組織
内の ATP 濃度が保たれていた。左片肺移植後の移植肺の肺血管抵抗は、移植後 1時間では ventilation 群で他
の群に比較し最も低く、移植後 4時間でも低い傾向にあった。肺移植後の PaO2/FiO2	ratio も ventilation 群
で他の群に比較して良好であった。肺移植後の wet/dry	ratio は、ventilation 群で有意に低く、移植後の肺
水腫が軽度であった。HE 染色による肺組織の評価でも ventilation 群で最もよかった。移植後 4 時間の生存
率も ventilation 群で有意に良好であった。	
これらの結果から低温持続換気肺保存法により、移植後の肺機能が従来の冷却膨張肺保存法に比べより保た
れる可能性が示唆された。これは臓器保存中の換気により肺の代謝が維持されるためと推測された。本保存法
により長時間の安定した臓器保存が可能となれば、肺移植後の急性期及び慢性期の肺障害を抑制し肺移植の予
後改善に寄与するものと考えられる。	
